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１ 平成 23 年度第 2 回地域コーディネーター研修会（平成 23 年 11 月 1 日開催）の報告について 

・ 栃木県上都賀教育事務所他との共催による標記研修会を，53 名の地域コーディネーター

等の参加を得て，国本地区生涯学習センターにて開催しました。 

・ 当日参加できた地域コーディネーターの方には，研修会を振り返るキッカケにするために，

当日参加できなかった地域コーディネーターの方には，今後の活動の参考にしてもらうた

めに，また，地域協議会会長や委員，教職員の方には，地域コーディネーターの活動内容

を知っていただくため，研修会の様子をお知らせいたします。 

第 1 部 事例発表 

「地域教育コーディネーターの効果的な関わり方」 

～地域運営学校におけるコーディネーターの役割から～ 

① 杉並区教育委員会事務局教育改革推進課社会教育主事 中曽根聡氏  

○ 杉並区では学校選択制を導入している。そのため，各学校では，隣の学校や私立校と競

い合い，児童生徒に選ばれる特色ある学校づくりを行っている。 

○ 区内全校で年間５日間のキャリア教育を実

施している。事業の成功のカギは，学校・地

域の連携の度合いであり，どれだけ地域の協

力が得られるかにかかっている。 

○ 区教委では，地域コーディネーター研修会を

工夫している。レベルに応じた研修を用意す

るとともに，行政説明などの理念よりも実践

者同士の情報交換会を重視している。参加者

同士が情報交換を行い，お互いに支え合える

関係づくりを目指している。 

○ 区教委では，①学校とコーディネーターのコ

ミュニケーションの充実，②中学校における 
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学校支援の充実，③PTA を巻き込んだ人材の

広がりづくり，を課題と捉えている。  

「地域運営学校（コミュニティスクール）」

とは 

・地域住民や保護者などが，合議制

の機関である学校運営協議会を通

じて，一定の権限を持って学校運

営に参画する仕組みです。 

・学校運営協議会が，教育委員会，

校長と責任を分かち合いながら学

校運営に携わることで，地域に開

かれた信頼される学校づくりを推

進します。 

・学校運営協議会は，①学校運営に

関する基本的な方針の承認を行う

とともに，②地域と連携した教育

活動に向けた取組みを行います。 

・杉並区では，平成 17 年度から制

度を導入しており，本市では，宇

都宮市版コミュニティスクールと

して魅力ある学校づくり地域協議

会が，家庭や地域と連携した教 

育活動等に取り組んでいます。 
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② 杉並区立桃井第四小学校コーディネーター 谷原博子氏 

○ コーディネーターの活動を，教職員に理

解してもらうための工夫 

・年度当初に作成する学校行事の年間予

定表に学校支援活動を組み込み，教職員

の受け入れ意識を高めている。 

・教職員のニーズに的確に応えるため，

初めてお願いするゲストティーチャー

には必ず事前に会い，授業の進め方のす

り合わせを行うようにしている。 

・学校教育と地域教育の領域に配慮し，コーディネーターがやり過ぎないよう心がけて

いる。教職員と子どもが触れ合いながら一緒に考えられる領域を残すことがポイント。 

○ ボランティアが気持ちよく活動するための工夫 

・ボランティアと教職員が課題を共有し，双方の理解を深めるため，連絡ノートを交換

するとともに，ボランティアと教職員との情報交換の場を提供している。 

・ボランティア活動に係る悩みは家に持ち帰らないで，解決してから家に帰ってもらえ

るよう，活動後には管理職に会って話をしてから帰れるようにしている。 

○ ボランティア活動を保護者にも広げるための工夫 

・学校にあまり来ない保護者は学校のことがよく分からないので，学校を理解できず不

平を言うようになる傾向がある。授業参観のときに授業を見るだけでなく，継続して学

校に足を運んでもらえると，相互の理解を深めることができることから，保護者にも積

極的にボランティア活動に参加して，学校の応援団になってもらっている。 

○ コーディネーターが気持ちよく活動するための工夫 

・ボランティア活動参加者が少ないときなどに，「１人しか来なかった」（ネガティブ）

ではなく「１人来てくれた」（ポジティブ）と，発想を転換する。 

第２部 意見交換・情報交換 

○ 第１部の事例発表を受けて「コーディネーターとして活動していく中で気になること」

について，５～６人グループに分かれてグループ協議を行いました。 

 

２ お知らせ 

 ○第３回魅力ある学校づくり地域協議会研修会について（予定） 

   日 時：平成２４年２月 3 日（金）14:30～16:30 

   場 所：市役所１４階 大会議室 

   内 容：講演会 ：｢地域協議会と地域学校園の取組について｣宇都宮大学廣瀬教授(予定) 

       情報交換会：「小中一貫教育と地域学校園への対応について」（予定） 

   対 象：魅力ある学校づくり地域協議会関係者，学校関係者 

   その他：詳細は，市教育委員会事務局学校教育課から改めてご案内いたします。 

○次号では，特色ある活動や先進的な取り組みを実施している地域協議会を紹介してまいり

ます。こちらから取材のお願いをすることがありますが，その際にはご協力をお願いいた

します。また，「是非，うちの地域協議会を紹介してほしい」という皆様の情報もお待ちし

ております。（連絡先：生涯学習課（632-2651）まで） 

 

 

訂正をお願いします。当初配布した

通信には，「市教育センターコミュ

ニティホール」となっていました。 


